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汚染水処理二次廃棄物をホウ珪酸ガラスに固化する場合に，ガラスの耐浸出性や均質性を担保しつつそれ

ぞれの廃棄物をどこまで含有することができるかを，米国 PNNL のガラスデータベースと 1F 廃棄物成分に

特化したるつぼ試験に基づくガラス物性モデルにより解析的に評価した。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所（1F）の水処理廃棄物のガラス固化技術では，ホウ珪酸ガラスの優れた耐進出性や

均質性を損なわないで，どの程度まで廃棄物を含有できるかが，経済性の観点で重要な評価項目である。本

研究では，Hanford や Savannah River の高放射性吸着剤廃棄物のガラス固化のために，Pacific Northwest National 

Laboratory (PNNL)が構築したガラスデータベースに１F 特有の廃棄物組成でのるつぼ試験データを加え，ガ

ラス物性モデルを検討して，望ましい物性が期待できる組成範囲を解析的に導出した。 

2. 解析方法 

PNNL ガラスデータベースの重回帰分析により物性モデル式（液相温度，粘性，密度，電気伝導率，K-3 セ

ラミックス，腐食速度，MCC-1 浸出率等）を導出，これに 10 ケースのガラス溶融固化・物性測定試験を実施

し適用組成範囲を見直した。次にモデルから各ガラス溶融技術に適用できるガラス組成範囲を推定し，各廃

棄物充填可能量を逆算した。ガラス溶融技術は，LFCM，GeoMelt，CCIM，Dem&Melt の 4 型式，廃棄物は

Hershlite Zeolite，除染装置スラッジ，鉄共沈スラリー，炭酸スラリー，チタン酸，ケイチタン酸（CST）を対

象とした。 

3. 試験結果 

一種類の水処理二次廃棄物を装荷する場合には，許

容できる廃棄物の組成範囲（充填率）は，表のように

ゼオライトは GeoMelt が 90.21wt%と最も高く，除染

装置スラッジと鉄共沈スラリーはGeoMeltとCCIMが

最高で 7.51wt%だった。また，炭酸塩スラリーはいず

れの溶融技術でも約 12wt%で，これは MgO のモデル適用範囲に起因し

ている。さらに CST は GeoMelt と Dem&Melt で約 35.5wt%だった。 

次に複数の水処理二次廃棄物を含有させる場合の許容組成を導出し，

図 1 のような廃棄物二種とガラス化材の三元図の形で溶融技術型式毎に

マッピングを導出した。赤枠内が許容組成である。その結果，運転温度

が高い技術と流下操作のない技術は充填率が高くなる傾向がみられた。

なお，解析精度向上に，1F 廃棄物組成の実験データの充実が課題である。 
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図 1 炭酸塩スラリーとゼオライトの含有組成 
（LFCM 条件での解析結果） 

表 1 一種類廃棄物の最大充填量(wt%) 
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